
令和３年度第９回 

地域連携推進機構運営会議 議事次第 

 

 

日 時：令和３年１０月２１日（木）１０：００～１１:３０ 

場 所：第一会議室 

 

【議題】  

＜審議事項＞ 資料番号 

１ STEAM教育センター（仮称）について 審議１ 

＜報告事項＞  

１ 令和３年度地域連携推進機構予算執行状況について 報告１ 

2 高大接続事業等に対する JTA及び RACの協賛について 報告 2 

3 「開学７０周年記念事業地域連携企画展」について 報告 3 

 

※参考資料 

・ 地域連携推進機構運営会議 委員名簿（令和３年４月１日時点）（参考資料２） 

 



 

1 

 

令和 3 年度第 8 回地域連携推進機構運営会議  

議事要旨 

 

日 時: 令和 3年 9月 16日（木）10：00 ～10:35 

場 所：Web会議 

出席者：牛窪 潔（機構長）、竹村 明洋（副機構長）、背戸 博史（地域共創企画室長）、柴田 聡史

（地域共創企画室 准教授）、小島 肇（地域共創企画室 准教授）、島袋 亮道（地域共創

企画室 特命准教授）、畑中 寛（地域共創企画室 特命准教授）、満尾 俊一（総合企画戦

略部長）、下地 孝之（総合企画戦略部 地域連携推進課長） 

陪席者：平敷監事、稲福 太一（課長代理）、赤嶺 雅哉（地域連携推進係長） 

 

※審議に先立ち、令和 3年度第 7回運営会議の議事要旨案について確認があり、承認された。 

 

＜審議事項＞ 

議長から、次の 1件の事項について審議を行う旨提案があり、説明の上、審議を行った。 

  

1. 琉球大学就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業推進委員会設置  

要項 (案 )について  

 赤嶺地域連携推進係長から、資料（議題 1）に基づき説明があり、審議の結果、委員会設置要

項について承認された。 

 

 

＜報告事項＞  

１．令和 3 年度地域連携推進機構予算執行状況について  

 下地地域連携推進課課長から、資料（報告 1）に基づき報告があった。 

 

２．令和 4 年度概算要求について  

 稲福地域連携推進課課長代理から、資料（報告 2）に基づき報告があった。 

 

３．その他 

 ①第８回琉大未来共創フォーラム首里城再興学術ネットワークシンポジウム２０２１について 

小島准教授から１０月３日に開催される第８回琉大未来共創フォーラム首里城再興学術ネット

ワークシンポジウム２０２１についてお知らせがあった。 

 

②開学７０周年記念事業地域連携企画展について 

小島准教授から開学７０周年記念事業地域連携企画展の進捗状況について報告があった。 
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地域共創企画室

地域連携推進会議
（全学会議）

地 域 連 携 推 進 機 構
・機構長（理事）
・副機構長（地域・社会連携担当副学長）

沖縄産学官協働人財育成円卓会議

地域連携推進協議会
（外部委員含む）

地域共創人材バンク（登録制）
＜本学教員、高等教育機関・産業界・自治体等の専門人材＞

開発実践専門部会
（複数設置）

小・中・高校生、大学生と社会人も含めた学びの機会拡充と教育プログラム開発・実践

※「白文字」は専門部会の例
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〇地域と大学を繋ぐ総合的なワンストップ
窓口（他の機構や学部等の組織への繋ぎ）
〇教育環境及び教育サービスの創出・提供・
定着（企画・実施、自走化までを総合調整）

産学官金・地域との協働で
「教育環境及び教育サービスの創出・提供・定着」の拠点を創出

「行動するシンクタンク」
沖縄21世紀ビジョンの実現に資する、
産学官金と協働した地域人財の設定、
人財輩出のために必要な連携体制＆
支援に関するプラットフォーム

社会と大学の接
続教育（出口一体
型、地域志向教育）

バンクに登録している学内外の人材が、専門部会を
舞台に、地域の求める人財輩出のための仕組みづく
りへの参画、教育プログラムの開発・実践を担当

機構運営会議
（議長＝機構長）

７学部
８研究科
大学病院等

他の高等教育機関
産業界
自治体

産業支援機関等
専門人材の参画
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R3

R4

地域共創の
場形成支援
プロジェク
ト(JST)
申請

Jr.Dr.育成塾
(JST) 申請

GSC (JST)
申請

リケジョ
(JST) 申請

科学教育セ
ンター設置

Web pageの
開設

Out of
KidZania開催

次年度 実
施計画策定

課題の共有

URI2 科学教育研究センター設置検討プロジェクト
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国立大学法人琉球大学地域連携推進機構規則 

平成２８年２月２３日  

制        定  

（趣旨） 

第１条 この規則は，国立大学法人琉球大学組織規則第１６条第２項の規定に基づき，国立大学

法人琉球大学地域連携推進機構(以下｢機構｣という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定め

る。 

（目的） 

第２条 機構は，琉球大学（以下「本学」という。）が地域貢献大学として，持続可能な社会の実

現に寄与していくことを目指し，自らが保有する教育研究の強みや特色を活かして，教育機関，

地方公共団体，産業界及び金融機関等（以下「各種団体」という。）と連携を推進することによ

って，地域の振興や発展を担う人材を育成することを目的とする。 

（業務） 

第３条 機構においては，次に掲げる業務を行う。 

（１）各種団体との連携により，地域の振興や発展を担う人材育成のための全学的な活動に係る

事業に関すること。 

（２）国立大学法人琉球大学組織規則に定める運営推進組織及び教育研究等組織（以下「部局等」

という。）が行う各種団体との連携に関する活動の支援及び推進に関すること。 

（３）前各号に掲げるもののほか，前条の目的を達成するために必要な業務

（構成員） 

第４条 機構に，次の各号に掲げる者を置く。 

（１）機構長

（２）副機構長

（３）専任教員

２ 前項に規定する者のほか，次の各号に掲げるものを置くことができる。 

（１）特命教員

（２）併任教員

（３）その他機構長が必要と認める者

（機構長) 

第５条 機構長は，地域連携を担当する理事をもって充てる。 

２ 機構長は，機構の業務を掌理し，統括する。 
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（副機構長） 

第６条 副機構長は，国立大学法人琉球大学（以下「本法人」という。）の副理事又は教員のうち

から機構長の推薦に基づき，学長が任命する。 

２ 副機構長は，機構長の職を補佐し,機構長に事故があるとき又は欠けたときは，その職務を代

行する。 

３ 副機構長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，

前任者の残任期間とする。 

（専任教員） 

第７条 専任教員は，特命教員及び併任教員と協力し，第３条の業務を行う。 

２ 専任教員の選考手続等については，国立大学法人琉球大学教員選考通則の規定に基づき，機

構長が担当の理事と調整の上，学長の承認を得て，別に定める。 

（特命教員） 

第８条 特命教員は，専任教員及び併任教員と協力し，第３条の業務を行う。 

２ 特命教員の選考手続等については，機構長が別に定める。 

（併任教員） 

第９条 併任教員は，専任教員及び特命教員と協力し，第３条の業務を行う。 

２ 併任教員は，機構長の推薦に基づき，学長が任命する。 

３ 機構長は，前項の推薦に当たっては，当該教員の所属する部局等の長の同意を得るものとす

る。 

４ 併任教員の任期は任命された日の属する年度の翌年度の末日までとし，再任を妨げない。 

（地域共創企画室） 

第１０条 機構に，第３条に掲げる業務について，機構の職員が相互に連携して企画及び立案等

を円滑に進めるため，地域共創企画室（以下「企画室」という。）を置く。 

（企画室の業務） 

第１１条 企画室は，次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）各種団体との連携による人材育成の企画及び立案，実施並びに管理

（２）各種団体との連携に必要となる協議及び組織間の連絡調整

（３）本学における地域連携の推進に資する研究及び調査並びに広報

（４）前各号に掲げるもののほか，第３条に掲げる業務の企画及び立案等

（企画室の構成員） 

第１２条 企画室に，次の各号に掲げる者を置く。 

（１）企画室長（以下「室長」という。）

（２）専任教員
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（３）その他室長が必要と認める者

（室長） 

第１３条 室長は，本法人の役員及び教員のうちから機構長の推薦に基づき，学長が任命する。 

２ 室長は，企画室の業務を掌理する。 

３ 室長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，室長に欠員が生じた場合の後任者の任期

は，前任者の残任期間とする。 

（運営会議） 

第１４条 機構に，機構の運営に関する事項を審議するため，地域連携推進機構運営会議（以下

「運営会議」という。）を置く。 

（審議事項） 

第１５条 運営会議は，次に掲げる事項について審議する。 

（１）機構の管理運営に関すること。

（２）機構の教員人事（教員選考に係る部分を除く。）に関すること。

（３）機構の事業計画に関すること。

（４）前各号に掲げるもののほか，機構に関すること。

（運営会議の組織） 

第１６条 運営会議は，次に掲げる委員で組織する。 

（１）機構長

（２）副機構長

（３）室長

（４）専任教員

（５）総合企画戦略部地域連携推進課長

（６）その他機構長が必要と認めた者

２ 前項第６号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者

の任期は，前任者の残任期間とする。 

（議長） 

第１７条 運営会議に議長を置き，機構長をもって充てる。 

２ 議長は運営会議を招集し，主宰する。 

３ 議長に事故があるとき又は欠けたときは，副機構長がその職務を代行する。 

（議事） 

第１８条 運営会議は，委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

２ 議決を要する事項については，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決する

ところによる。 
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３ 議長が必要と認めるときは，委員以外の者を運営会議に出席させ，意見を聴くことができ

る。 

（地域連携推進会議） 

第１９条 地域連携の活動等に関する全学的な事項を審議するため，地域連携推進会議（以下「推

進会議」という。）を置く。 

２ 推進会議に関し必要な事項は，別に定める。 

（地域連携推進協議会） 

第２０条 機構及び機構が行う活動等について，客観的な観点からの評価及び助言等に基づいた

改善に資するため，地域連携推進協議会を置く。 

２ 地域連携推進協議会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （部会） 

第２１条 機構に，教育研究における専門的な分野に係る取組を推進するため，必要に応じて部

会を置く。 

２ 部会に関し必要な事項は，別に定める。 

（庶務） 

第２２条 機構に関する庶務は，総合企画戦略部地域連携推進課において処理する。 

（雑則） 

第２３条 この規則に定めるもののほか，機構の運営に関し必要な事項は，推進会議の承認を得

て機構長が別に定める。 

（改廃） 

第２４条  この規則の改廃は，推進会議の議を経て学長が行う。 

附 則 

１ この規則は，平成２８年４月１日から施行する。 

２ 琉球大学産学官連携推進規則（平成２０年４月２２日制定）は，廃止する。 

３ 琉球大学生涯学習教育研究センター規則（平成９年３月２５日制定）は，廃止する。 

４ 琉球大学地域貢献推進委員会規程（平成１４年６月２５日制定）は，廃止する。 

附 則（平成３０年３月３０日） 

この規則は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年１月３１日） 

この規則は，令和２年４月１日から施行する。 
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１．基本的な予算
財源 ⽬的 予算配分額(R3) 執⾏済額 予算残⾼ 執⾏率 備考
⼤学運営費（その他） 教育基盤経費 1,057,000 629,426 427,574 59.55%

⼤学開放事業費 2,333,000 564,132 1,768,868 24.18%
研究基盤経費 1,619,000 259,125 1,359,875 16.01%

（内訳） 845,000 148,766 696,234 17.61% うち機構共通
774,000 110,359 663,641 14.26% うち教員研究費

⼀般管理費 650,000 240,626 409,374 37.02%
計 5,659,000 1,693,309 3,965,691 29.92%

２．戦略的重点配分経費-戦略的地域連携推進経費
経費 執⾏先 予算配分額(R3) 執⾏済額 予算残⾼ 執⾏率 備考
地域協働プロジェクト推進経費 H30年度からの⽀援事業のうち継続事業へ配分 3,700,000 3,700,000 - 100% ４事業に配分済み

正課科⽬における地域志向取組 1,000,000 0 - - 採択済み
地域共創型学⽣プロジェクト（ちゅらプロ） 500,000 0 - - 採択済み

サテライト・イブニング・カレッジ事業（RSEC） 1,500,000 117,839 1,382,161 8%

知のふるさと納税事業 1,500,000 0 1,500,000 0%
地域協働萌芽プロジェクト⽀援 1,500,000 0 1,500,000 0%
琉球⼤学未来共創フェア関連経費 0 0 - -
地域貢献事業循環型モデル検討・調査等 500,000 500,000 0%
戦略的地域連携推進に係る運営・⽀援(⾮常勤職員
⼈件費)
戦略的地域連携推進に係る運営・⽀援(物件) 4,500,000 1,386,746 3,113,254 31% アクティブシンクタンク学内負担
アドバイザリースタッフ派遣事業 3,500,000 3,500,000 - 100% アクティブシンクタンク学内負担 教育学部に配分済み

計 18,200,000 8,704,585 7,995,415 48%

３．機能強化経費（戦略３「アクティブ・シンクタンク」）（21,409千円）
財源 ⽬的 配分額(R3) 執⾏済額 予算残⾼ 執⾏率 備考
⼤学運営費（交付⾦）
（21,409千円）

⾮常勤教員給与 14,000,000 10,045,969 3,954,031 71.76%

⾮常勤講師給与 0 600,953 -600,953 -
教育基盤経費

計 14,000,000 10,646,922 3,353,078 76.05%

令和３年度　地域連携推進機構予算執行状況(2021.10.14現在)

地域志向活動トライアル経費

地域連携⽀援体制構築強化経費
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学 内 経 第 ５ ８ 号 

令 和 ３ 年 １ ０ 月 ８ 日 

各予算責任者  殿  

（医学部・病院及び附属図書館を除く）  

財 務 部 長 

（公印省略）  

令和３年度予算の適正執行に係る各種期限について（通知）  

日頃から会計処理等についてご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。  

今年度予算（運営費交付金及び外部資金）に係る購入等依頼及び、旅費・謝金に

係る関係書類の提出期限について、別紙のとおりお知らせします。 

令和３年度は第３期中期目標期間の最終事業年度の決算に当たり、別添の文部科

学省通知文により、決算関係書類等の早期提出が求められておりますので、本学の事

業年度決算の締めを例年より前倒しで早期執行を行っていただくことになります。  

よって、貴部局の教職員へ周知するとともに計画的・適切な予算執行に努めていた

だき、年度末に集中することがないよう、ご協力よろしくお願いします。 

※ 別紙の提出期限にかかわらず、既に物品の納入及び役務の完了、出張並びに講

演・実習等が完了している分については、速やかに関係書類の提出をお願いしま

す。

※ 個々の契約に基づき研究期間が定められている外部資金については、各担当者と

随時調整願います。

問い合わせ先（経理課）  

【物品・役務担当】  

契約第一係 内線８４１４  

  契約第二係 内線２８１４  

  契約第三係 内線８０５７  

   【旅費・謝金担当】  

旅費・謝金係 内線８０８６  
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別  紙  

 

【物品・役務】  

 

 ◇ 運営費交付金  ： 一件の総額が５００万円以上（一般競争入札）の購入依頼  

 ◇ 外 部 資 金 ： 一件の総額が１００万円以上の購入依頼  

                  購入依頼期限  ：  令 和 ３ 年 １ １ 月 １ ９ 日 （ 金 ） 

 

◇ 全ての財源による、一件の総額が１０万円以上の購入依頼、または 

パソコン・印刷物（どちらも金額にかかわらず）の購入依頼  

※ 発注から納品まで１カ月以上を要する場合があり、年度内に納品  

されない可能性があるため 

                  購入依頼期限  ：  令 和 ４ 年 １ 月 １ ４ 日 （ 金 ） 

 

     ◇ 全ての財源による、物品・役務の購入依頼  

※ これ以降は財務会計システムへの購入依頼も入力できなくなります 

                  購入依頼期限  ：  令 和 ４ 年 ２ 月 １ ８ 日 （ 金 ） 

 

     ◇ 全ての財源にかかる、執行関係書類の経理課への提出期限  

※ 見積書、納品書、請求書、完了報告書など 

                  書類提出期限  ：  令 和 ４ 年 ２ 月 ２ ８ 日 （ 月 ） 

 

 

【旅費・謝金】  

 

     ◇ 旅費の概算払い（外国出張もしくは長期出張（１週間以上）の場合）に係る 

関係書類の経理課への提出期限  

                  提出期限  ： 支払希望日の２週間前  

 

     ◇ 旅費・謝金の精算払いに係る関係書類の経理課への提出期限  

         ２月の旅費・謝金   提出期限  ：  令 和 ４ 年 ３ 月 ４ 日 （ 金 ） 

         ３月の旅費・謝金   提出期限  ：  令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 （ 金 ） 

        

※ 外国への出張・招聘は、渡航情報に注意し、事前に情報の収集を 

お願いします 

※ ３月の旅費については出張終了後に早め（帰任後、翌々日まで）に 

関係書類を提出して下さい 

※ 年度をまたぐ旅費については、事前に旅費・謝金係と調整願います 
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（報告） 

高大接続事業等に対する JTA及び RACの協賛について 

地域連携推進機構 

小島 肇・伊礼 恭 

１． 概要 

本学では高大接続事業「琉球大学にぬふぁ星講座（医学部体験授業）」（10月 23～24日）お

よび講演会「命を救う！守る！～一緒に考えよう医療職の道～」（11月 28日）の開催を予定し

ていますが、この事業に対し日本トランスオーシャン航空（株）（以下、JTA）及び琉球エアーコミ

ューター（株）（以下、RAC）が協賛し、離島地域から参加する学生の往復航空券を提供するこ

とになりました。 

JTAおよび RACの趣旨としまして、本学と JTA，RACは、「地域・国際社会への貢献」という共 

通ビジョン、「社会の発展と人材育成及び学術研究の振興への寄与」という目的を実現するた 

め包括連携協定を 2018年に締結しており、本協定に基づき特に離島地域の学生に対する教 

育機会を確保する観点で協賛を行うものです。 

２． 協賛内容 

（１）「琉球大学にぬふぁ星講座（医学部体験授業）」

宮古諸島・八重山諸島から各 2名参加する高校生の往復航空券を無償提供する。 

（２）講演会「命を救う！守る！～一緒に考えよう医療職の道～」

久米島・宮古諸島・八重山諸島から各 2名参加する中高生の往復航空券を無償提供する。 

３．その他 

（１）「琉球大学にぬふぁ星講座（医学部体験授業）」に対し、JTA と RACは平成 31年度から

協賛し、今回が 2回目となります。(令和 2年度は感染症対策で中止。) 

また、講演会「命を救う！守る！～一緒に考えよう医療職の道～」に対する JTA と RACの協 

賛は今回が初めてとなります。 

（２）本学では JTAおよび RACの協賛について、対象校への通知、広報（チラシ、ポスター、Ｈ

Ｐ等）、各報道機関への対応において、社名及びロゴマークを掲載します。 

また、JTA,RACでは、「琉球大学にぬふぁ星講座（医学部体験授業）」のプログラムで予定し

ている体験授業経験者の医学部在校生（八重山高校出身の医学科 1年生）と参加者の懇談

会の場面を機内誌「コーラルウェイ」や JTA,RACの HPで掲載するべく取材を予定していま

す。 

以上 

（添付：体験授業しおり・講演会ポスター） 

報告2

1 / 8 11 / 23

tiren
ノート注釈
tiren : Marked

tiren
ノート注釈
tiren : Marked

tiren
長方形



琉球大学にぬふぁ星講座 
医学部体験授業 

高等学校名 

名前 

協賛 
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１．医学部体験授業の目的

沖縄県内の高校生に、医学部の授業・実習、最先端医療や生命科学の研究の体験を通して、医師・

医学系研究者を志す強い意志を育む機会を与えることを目的としています。 

２． 体験内容 

1) 医学部での実習・実験を体験する。

2) レクチャーを通して先端医療に触れる。

3) ディスカッションを通して医療倫理について考える。

３． スケジュール 

1 日目 10 月 23 日（土） 

9:00-9:30 集合・点呼（基礎講義棟 1 階 104） 

9:30-10:00 筒井 正人 医学部長挨拶 （基礎講義棟 1階 104） 

全体での写真撮影、概要の説明、生徒自己紹介（1人 1 分ほど） 

10:00-12:30 実習①又は② 

実習① 基礎講義棟 3階 寄生虫学・細菌学・ウイルス学・免疫学実習室 

山下 暁朗 先生（先進医療創成科学講座）、黒柳 秀人 先生（生化学講座） 

海川 正人 先生（医化学講座） 

実習② 基礎講義棟 2階組織実習室 

高山 千利 先生、清水 千草 先生（分子解剖学講座） 

12:30-13:30 昼食 （基礎講義棟 1 階 104） 

13:30-16:00 実習②又は① 

16:00-17:00  レクチャー① 整形外科学講座 西田 康太郎 先生（基礎講義棟 1階 104） 

「歩けるということ－沖縄で起こっている大問題とは？－」 
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2 日目 10 月 24 日（日） 

9:00-9:30    集合・点呼 （基礎講義棟 1階 104） 

9:30-11:00  医療倫理についてディスカッション 基礎講義棟 2階生化学実習室 

企画：地域医療部 金城 隆展 先生 

タスクフォース：高山 千利 先生、清水 千草 先生

11:00-12:00 医学部での学生生活について 医学部体験授業経験者との懇談会 

基礎講義棟 1 階 104 

参加予定医学部生 

医学科 1 年生 比屋定 結子 さん （八重山高校出身、2019 年度参加） 

医学科 1 年生 當山 花 さん （球陽高校出身、2019 年度参加） 

医学科 2 年生 山川 哲平 さん （那覇国際高校出身、2018 年度参加） 

12:00-13:00 昼食 （基礎講義棟 1 階 104） 

13:00-14:00 レクチャー② 感染症・呼吸器・消化器内科学講座 金城 武士 先生 

「医学研究のエトセトラ ～感染症の話題を中心に～」 

（基礎講義棟 1階 104） 

14:00-15:30 医学部体験授業感想発表会（1人につき 3分）、（基礎講義棟 1 階 104） 

修了証授与式（筒井 正人 医学部長）、全体での写真撮影 

アンケート記入

高山 千利 先生挨拶 

４．持参する物 

（１）筆記用具 ノート、学生証

（２）実習で使用できるデバイス（ノートパソコンやタブレットなど）、あれば USB
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５． 医学部体験授業に関する連絡先 

琉球大学 アドミッションセンター 

担当：山田恭子 

TEL：090-6869-3368（本講座用携帯電話） 
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医学部体験授業のレクチャーを配信します！ 
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主催　琉球大学 グローバル教育支援機構

沖縄県教育委員会  沖縄県医師会  沖縄県看護協会 
沖縄県臨床検査技師会  沖縄県作業療法士会
沖縄県高等学校 PTA 連合会　沖縄県 PTA 連合会

後援　
本事業は国立研究開発法人科学技術振興機構「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」の一環で実施しています。

協賛　

女子中高生の理系進路選択支援プログラム

命を救う！守
   いっしょに考えよう！医療職への道

る！ 参加費無料
受講証発行

（受付開始 13：30）
     日（日）

中学生，高校生とその保護者
中学・高校教員

浦添市産業振興センター・結の街（大研修室）

令和３年
14：00 ～ 16：30

（沖縄県浦添市勢理客４丁目３番地１号）

11 28月

講演者

対 　 象

申込方法

琉球大学大学院
　作業療法士 
　　西村 正彦 先生

琉球大学病院
　臨床検査技師
　　山内 恵 先生

琉球大学病院
　医師
　　西 由希子 先生

琉球大学
　看護師・保健師
　　當山 裕子 先生

ZOOM配信あり

11 月 19日（金）正午までに，「琉球リケジョ」のHPにアクセスし，
事前申込みをお願いします。
応募者多数の場合は，抽選とさせていただきます。
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No. コンテンツ形式

1 動画形式

2 動画形式

No. 部局名 責任者 団体名 申請カテゴリー コンテンツ形式

1
国際地域創

造学部
　主税英德

琉球大学国際地域創造学部地域文化科学プログラム

(考古学研究室)

　Ⅱ(地域振興)ー④

Ⅲ(次世代育成)ー④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー①

PDF形式

2 教育学部 福田英昭 教育学部 Ⅲ(次世代育成)ー①、② PDF形式

3 教育学部 濱田栄作 教育学部 Ⅲ(次世代育成)ー①、② PDF形式

4 教育学部 福本晃造 soramizu研究開発グループ
Ⅱ(地域振興)－③

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー①
動画形式

5 教育学部 杉尾幸司
教育学部：沖縄科学技術教育シンポジウム実行委員

会

Ⅱ(地域振興)－③

Ⅲ(次世代育成)ー②
PDF形式

6 教育学部 浦崎武
トータル支援事業：教育学部・教職センター・教職

大学院
Ⅲ(次世代育成)ー②、④ PDF形式

7 教育学部 白尾裕志 琉球大学大学院教育学研究科教職実践講座 Ⅲ(次世代育成)ー① PDF形式

8 理学部 島田幸治郎 琉球大学、MIRAIME Laｂ、堀井工業

Ⅱ(地域振興)－④

Ⅲ(次世代育成)ー①、②、③、④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー②

動画形式

9 医学部 今泉直樹
琉球大学医学部保健学科『宮古ビデンス・ピロー

サ』プロジェクト

Ⅰ(医療・健康長寿)ー②

Ⅱ(地域振興)－①、②

Ⅲ(次世代育成)ー④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー①

PDF形式

10 工学部 神田康行
琉球大学工学部工学科機械工学コース材料加工学研

究室
Ⅱ(地域振興)－④ PDF形式

11 工学部 宮田龍太
工学部工学科エネルギー環境工学コースシステム計

測分野

Ⅰ(医療・健康長寿)ー①

Ⅱ(地域振興)－④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー①

動画形式

12 工学部 千住智信 工学部工学科千住研究室 Ⅱ(地域振興)－③ 動画形式

13 工学部 長田康敬
工学部電子情報通信コース, (株)AI・Signコンサル

ティング

Ⅱ(地域振興)－①、③

Ⅲ(次世代育成)ー②、③、④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー②

動画形式

14 工学部 富山潤

琉球大学工学部社会基盤デザインコース　建設材料

学研究室・沖縄県コンクリート二次製品共同組合(開

発代表工場：(株)キョウリツ)

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー① 動画形式

15 工学部 福田朝生 工学部社会基盤デザインコース水圏環境工学研究室 Ⅳ(島嶼型先進研究)ー① 動画形式

16 工学部

カストロ

ホワン　ホ

セ

工学部工学科建築学コース Ⅱ(地域振興)－④ 動画形式

17 工学部 岡﨑威生 工学部工学科知能情報コース岡﨑研究室 Ⅱ(地域振興)－③ PDF形式

18 工学部 和田知久
琉球大学工学部工学科知能情報コース　ファイヤー

和田研究室

Ⅱ(地域振興)－③

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー①
動画形式

19 工学部
下里哲弘

田井政行
工学部附属地域創生研究センター

Ⅲ(次世代育成)ー④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー①、②
動画形式

20 工学部 屋比久祐盛 工学部　技術部 Ⅲ(次世代育成)ー② 動画形式

21 農学部 波平知之
琉球大学農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究

センター

Ⅱ(地域振興)－①

Ⅲ(次世代育成)ー④
動画形式

22 農学部 谷口真吾
農学部 亜熱帯農林環境科学科 森林環境科学分野 造

林学研究室

Ⅱ(地域振興)－①

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー①
PDF形式

23 農学部 関根健太郎 沖縄作物保護ネットワーク
Ⅱ(地域振興)－①

Ⅲ(次世代育成)ー②、④
動画形式

24

グローバル

教育支援機

構

杉尾幸司 琉大ハカセ塾・カガク院 Ⅲ(次世代育成)ー①、②、③、④ 動画形式

25

グローバル

教育支援機

構

濱田栄作 美ら夢サイエンスプロジェクト for 琉球リケジョ Ⅲ(次世代育成)ー①、②、③、④ 動画形式

26

研究推進機

構・地域連

携推進機構

富永千尋 首里城再興学術ネットワークチーム
Ⅱ(地域振興)－②、④

Ⅲ(次世代育成)ー②、③、④
動画形式

27
地域連携推

進機構
背戸博史 地域創生副専攻　教員組織 Ⅲ(次世代育成)ー④ 動画形式

28
地域連携推

進機構
小島肇 企業と連携して実施する教育プログラム(仮)

Ⅱ(地域振興)－②

Ⅲ(次世代育成)ー③、④
動画形式

「開学７０周年記念事業地域連携企画展」コンテンツについて

コンテンツ名

企業と連携して実施する教育プログラム(JTA・RAC

協力による共通科目「沖縄の航空事業と地域振

興」)

地域創生副専攻の紹介

「琉大未来共創フォーラム 首里城再興学術ネット

ワークシンポジウム2021 」ダイジェスト版

女子中高生を対象とした理系進路選択支援に関する

取組みについて

小中高校生を対象とした次世代人材育成事業の紹介

(琉大ハカセ塾・カガク院)

サツマイモを核とした沖縄型資源循環農業体系の確

立と農業振興

生物多様性の高い亜熱帯林での環境に配慮した林業

について考える

開学70年目の琉球大学農学部附属農場の今

首里城正殿再建と沖縄県産材による伝統継承

人口動態と地理情報へのAI適用による運転代行戦略

策定

海洋資源開発低コスト化のための、海中無線通信お

よび測位技術の開発

橋のSDGsの研究～台風と塩害～

ものづくりで楽しもう！～技術部のものづくり教室

紹介～

バイオインフォマティクスによるCOVID-19関連遺

伝子の探索とAIによる病理診断

沖縄におけるカーボンニュートラル実現のための技

術

AIコンピュータービジョン＋ロボットアーム

人と環境に優しい 「うーじ・ゆいバーサル縁石」

水・土砂災害の軽減に向けた技術開発

支援の必要な子どもたちを地域とともに支える

「トータル支援事業」

教職大学院での「教師塾」の取組

沖縄とハワイの小学生による国際共同自由研究ー次

世代のグローバル才能教育による新事業を目指し

てー

宮古島産薬草を利用した琉球大学、企業、地域で行

う第6次産業への取り組み

首里城破損瓦をリサイクルしたセラミックスの加工

について

地域に根ざした考古学・博物館学の実践的教育

大学教員を地域や学校に派遣する「アドバイザリー

スタッフ派遣事業」

沖縄の未来を牽引する次世代育成コンソーシアムの

構築

空気を原料とする水製造装置開発

科学を楽しむ中高生の研究発表交流事業「沖縄科学

技術教育シンポジウム(OASES)」

●「開学７０周年記念事業地域連携企画展」展示会コンテンツ一覧

●「開学７０周年記念事業地域連携企画展」特別講演一覧

特別講演コンテンツ名

「JST共創の場プロジェクト」紹介動画

本学SDGｓの取組紹介（琉大SDGｓシンポジウム（令和３年５月２２日実施）より抜粋）

・「高大連携による沖縄未来社会創生シンポジウム」（教育学部　濱田栄作教授）

・「子育て支援アプリ・サポまるの開発」（人文社会学部　島袋鈴菜　他２名） 
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29 附属図書館 藤田陽子 附属図書館
Ⅲ(次世代育成)ー④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー②

その他(具体的

に：附属図書館

公式YouTube

チャンネルにて

公開)

30 附属図書館 藤田陽子 附属図書館　博物館(風樹館)
Ⅱ(地域振興)－④

Ⅳ(島嶼型先進研究)ー②

PDF形式

その他(具体的

に：附属図書館

公式YouTube

チャンネルにて

公開)

31 附属図書館 藤田陽子 附属図書館
Ⅱ(地域振興)－④

Ⅲ(次世代育成)ー②、④

PDF形式

その他(具体的

に：附属図書館

公式YouTube

チャンネルにて

公開)

32 施設運営部 嘉川陽一 移転推進本部 Ⅰ(医療・健康長寿)ー② 動画形式
健康長寿県おきなわを取り戻すために大学ができる

こと～地域とともに行う健康づくり～

沖縄タイムス コラボレーション企画「デジタルで

知る琉球・沖縄の歴史・文化(仮)」

令和3年度琉球大学附属図書館・琉球大学博物館合

同企画展「琉球大学資料にみる宜野湾～病と祈り

～」(オンライン)

琉球大学開学70周年記念展示(オンライン)
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参考資料１

地域連携推進機構運営会議 委員名簿

（令和３年４月１日時点）

所属・職名 氏名 区分 備考

1
機構長

（理事・副学長（地域貢献・国際交流・広報）） 牛窪
うしくぼ

　潔
きよし

１号委員

2
副機構長

（副学長・副理事（地域連携担当）） 竹村
たけむら

　明洋
あきひろ

２号委員

3
地域共創企画室長

（地域共創企画室　教授） 背戸
せ と

　博史
ひろふみ

３号委員

4 地域共創企画室　准教授 柴田
し ば た

　聡史
さ と し

４号委員

5 地域共創企画室　准教授 小島
こ じ ま

　肇
はじめ

４号委員

6 総合企画戦略部 地域連携推進課長 下地　孝之
しもじ　たかゆき

５号委員

7 地域共創企画室　特命准教授 島袋
しまぶくろ

　亮道
あきみち

６号委員

8 地域共創企画室　特命准教授 畑中
はたなか

　寛
ひろし

６号委員

9 総合企画戦略部長 満尾
み つ お

　俊一
しゅんいち

６号委員

「国立大学法人琉球大学地域連携推進機構規則」より

（運営会議の組織）

第１６条 運営会議は，次に掲げる委員で組織する。

（１）機構長

（２）副機構長

（３）室長

（４）専任教員

（５）総合企画戦略部地域連携推進課長

（６）その他機構長が必要と認めた者

２ 前項第６号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の
残任期間とする。
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